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信仰の形になりました。 そこから現在の雑司が谷をとりまく環境ができあがったのではないかと思います。
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御会式とは、 その宗派を開いた祖師の命日に行う法会のことで、
本来各宗派にあります。 日蓮宗 御会式といえば、 日蓮聖人のところにお参りに行くという が本来の形です ろが、不思議なことに、 雑司が谷で御会式と言うと、 誰も何も疑わずに鬼子母神堂へ行きます。 これは雑司が谷だけで、 ほかのどの地域へ行っても御会式では必ず日蓮聖人の ころにお参りに行きます。 れはおそらく雑司が谷の人たちがそれだけ身近に鬼子母神信仰をしているということでしょう。
 
 
御会式では、 万灯という大きな明かりを持って練り歩きをしま
す。万灯と うのは「万の灯」です 暗いところで明かりを灯すと物が見えるように、 人間が仏さまの知恵を身に着 ると今まで見えなかった本当の姿が見える。 すから、 灯というのは悟りの象徴であり、 知恵の象徴です。 多く 知恵を灯すと う意味 万灯があるのです 、 御会式の場合には、 日蓮聖 が亡くなったときに桜の花が咲いたという故事にちなみ、 桜の花 万灯 た さんつけます。 それを持って、 雑司が谷では ぜか鬼子母神堂へってしまう。そういう御会式がこ 雑司 谷 あります。
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に
 
 
雑司が谷と鬼子母神堂、 あるいは法明寺の関係についてお話し
しました。江戸時代から鬼子母神は雑司が谷の氏神でしたから、雑司が谷の人は皆、鬼子母神の氏子です。そうした意味で、いまだにそんな関係でつながっていて、 鬼子母神堂あるいは諸行事が成り立ってい す。そうしたものが、ユネスコの未来遺産、そして豊島区の重要文化財になりました。 こうしたことの根底にあるのは、人と人とのつ がりだと思います。 ありがとうございました。
 
 
（おうみ・しょうてん
 
法明寺住職）
 
  ※鬼子母神の「鬼」の表記は本来「角
つの
」のない字を用いています。
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日本ユネスコ協会連盟の川上と申します。 まず公益社団法人の
日本ユネスコ協会連盟とは何か、 なぜ私たちが未来遺産運動を行っているのか、 未来遺産運動がめざすこと、 他のプロジェクトではどのような活動があるのか、そして「 『雑司が谷 やがや』プロジェクト」 に対する期待について、 お話ししたいと思っています。
 
 
一九四五年に発足したユネスコは、 「国際連合教育科学文化機
関」
―
国際連合の専門機関です。本部はパリにあります。ユネ
スコの目的は、 第二次世界大戦の悲劇をくり返さないよう、 世界の国々で教育・科学・文化
（後にコミュニケーションもついたの
ですが）
協力と交流を通じて国際平和と人類の福祉を促進するこ
とにあります。
 
 
国際連合教育科学文化機関憲章
（以下 「ユネスコ憲章」 と略記）
の前文では、次のようなことが謳われています。
 
  
 
 
戦争は人の心の中で生まれるものであるから、 人の心の中
に平和のとりでを築かなければならない。
 
 
 
 
相互の風習と生活を知らないことは、 人類の歴史を通じて
世界の諸人民の間に疑惑と不信をおこした共通の原因であり、 この疑惑と不信の為に、 諸人民の不一致があまりにもしばしば戦争となった。
 
 
 
 
ここに終りを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳・平
等・相互の尊重という民主主義 原理を否認し、 れらの原理の代りに、 無知と偏見を通じて人間と人種の不平等という教義をひろめることによって可能にされた戦争であった。
 
 
 
 
 
（中略）
 
 
 
 
政府の政治的及び経済的取極のみに基づく平和は、 世界の
諸人民の、 一致した、 しかも永続する誠実な支持を確保できる平和ではない。よって 平和は、失われ い めには、
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類の知的及び精神的連帯の上に築かれなければならない。
 
（ 「ユネスコ憲章」前文）
 
  
このように、ユネスコは戦争を「人の心」と結びつけて考えて
います。 国連の専門機関の中で、人の心のことに触れている機関は数少ないと思います。 また国連機関であるユネスコは政府間機関ですが、その憲章であるにも関わらず、 「政府の取極のみに基づく平和は永続しない」 と言いきっていることには、着目すべきでしょう。ユネスコは、昨年七十周年を迎えました。本来であれば 「平和な世界になった で、 ユネスコはもう必要なくなりました」という世界になっていてほし ですが、残念な 、世界中でいまだに悲惨な戦争や紛争が日々起きており、 ユネスコ憲章に書かれていることがいまだに達成されていな のが現実す。
 
 
それでは、 日本はいつ、 ユネスコの加盟国になったのでしょう
か。戦後、日本は平和国家として生まれ変わり ユネスコ加盟めざそうと、一九四七年
（昭和二十二）
に仙台のユネスコ協力会
が市民によりつくられ、 官民一体 なってユネスコ加盟運動が起きました。これが 私たち、公益社団法人日本 協会連盟の誕生につながったわけですが 立ち上げ当初から一般市民が深く関わっており、 とり ユネスコ憲章に感銘を けた大学の先生方が多かったと聞いていま
 
 
一九四七年十一月二十七日に開催された、 第一回のユネスコ運
動全国大会では、石川達三さん、新居格さん、仁科芳雄さんといった錚々たる方々が講演をされました。 こうした運動が功を奏し、一九五一年
（昭和二十六）
に、専門機関のひとつであるユネスコ
の六十番目の加盟国として迎え入れられました。 国連の加盟国になるのは一九五六年
（昭和三十一）
ですから、サンフランシスコ
講和条約締結の前にユネスコの加盟国になったわけです。
 
 
当初の目的であったユネスコへの加盟を果たした後も、 私ども
はＮＧＯとして活動をしています。 歴代会長もすべて民間出身です。 ユネスコ憲章 理念に基づく活動をグローバルな視点から地域で進めようということで、 としまユネスコ協会をはじめ、 いま全国に二百八十六のユネスコ協会があり 連盟全体としては青少年育成に関する活動、 途上国における教育支援活動 世界寺子屋運動と呼んでいます。それから世界遺産、 地域遺産に関する活動、 東日本大震災、 熊本地震 ど被災地 おける教育支援活動などを柱に活 しています。
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それでは、 日本ユネスコ協会連盟が、 なぜ未来遺産運動をはじ
めたのか。 ユネスコというと、 みなさんは世界遺産を思い浮かべられると思います。 一九七二年に、 ユネスコの総会で採択された国際条約
―
世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約
 
 
（以下「世界遺産条約」と略記）
に基づいて、条約を批准した国
が、それぞれの国にある物件を世界遺産委員会 推薦します。 日本にも世界遺産が二十ほどありますが、 私たちが思ったのは 「世界遺産だけが特別なのだろうか
―
たしかに世界遺産は世界の
宝だけれど 国内の各地域 もたくさんの宝があるのではないか」ということでした。
 
 
そこで十五年ほど前、 「未来へひきつぐ地球のたからもの
―
世界遺産も！
 
身近なものも！」 という独自のロゴマークをつく
り、活動を展開しました。私たちの活動の根拠となったのは、世界遺産条約の第十二条です。
 
  
 
文化遺産又は自然遺産を構成する物件が前条の２及び４に規定する一覧表のいずれにも記載されなかったという事実は、いかなる場合においても、 これらの一覧表に記載されることによって生ずる効果は別として、 それ以外の点について顕著な普遍的価値を有しないという意味に解されない。
 
  
条約の条文なので、 一読しただけでは意味がわかりにくいので
すが、要するに「世界遺産リストに掲載されないからといって、顕著な普遍的価値を有しないことを意味するわけではない」 と言っているわけで 。
 
 
そこで私たちは、 もっと具体的な活動の展開をめざし、 二〇〇
九年四月に「未来遺産運動」を立ち上げました。目的は、百年後の子どもたち 長い歴史と伝統のもとで豊かに培われてきた地域の有形・ 無形の文化や自然を守り伝える人たちを応援 ることです。 未来遺産運動 発足当初は、 毎年十件ずつプロジェクトを選んでいました。しかし、二〇一四年からは、数にかかわらず、メッセージ性はもちろん、 日本国内の他のモデルになりうるかどうか、実現可能性や持続可能性があるか、そして広く開かれているプロジェクトかといっ 観点 ら選考いたしております。
 
 ■
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こうした中で、二〇一四年には「 『雑司が谷がやがや』プロジ
ェクト～歴史と文化のまちづくり」 がプロジェクト未来遺産に選ばれました。 本日は、 雑司が谷以外の地域のプロジェクト未来遺産についても紹介したいと思います。
 
 
たとえば、二〇〇九年に選ばれた、沖縄県うるま市の「現代版
組踊「肝高の阿麻和利」とキムタカのマチづくり」 あります。現代音楽とダンスを取り入れて、勝連城十代目城主「阿麻和利」の半生を描いた舞台を手掛けています。 子どもたちの居場所づくり、 ふるさと再発見、 大人と子どもが参画する地域おこしを目的に一九九九年
（平成十一）
に企画されましたうるま市の勝連城界
隈は、子どもたちが荒れていた時期があったそうで 。そこで、子どもたち自身が地域の歴史や文化に誇 を持ち 未来に向かっ
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て活動していけるようにできないかということで、 現代組踊のグループが結成されました。 当初は七人くらいしか集まらなかった中高生が、公開練習をしていくうちに百五十人に増えました。
 
 
二〇〇三年には関東公演、 二〇〇五年に沖縄国立劇場公演、 二
〇〇八年にはハワイ公演を果た ました。 毎年、 ユネスコ協会連盟では全国大会を行っていますが、 今年、 二〇一六年の沖縄大会の二日目に、メンバ の中高生たちが歌って踊ってくれました。このプロジェクトの合言葉は 「
Next Generation Changes the Next ! 」 。
まさに次世代を担う人たちが、 文化や歴史を背景に次世代に伝えていく事例だと感じられます。
 
 
続いて、 岡山県美作市 「英田上山棚田再生プロジェクト～未来
へつなぐ棚田８３００枚～」
（二〇一三年）
を紹介いたします。
 
 
上山地区は、 江戸時代に原型が築かれた約百ヘクタール、 八千
三百枚の水田があると言われています。 棚田の生産量は労多くて、平地の二分の一程度とも言われています。かつては、稲刈りの時期にはハゼ干しされた稲穂が山一面の棚田を埋め尽くす景色が見られましたが、限界集落 なってしまいまし 。
 
 
そうした中で、 大阪から上山に移住した人たちや上山地区の現
地の人たち、 そして地域おこし協力隊の方々が、 棚田の再生だけではなく、棚田にまつわる文化 歴史も掘り起こして、自分たちの地域を見つめなおす活動をはじめました。 それがマスコミなどで報道されることによって地元の人たちも参加するようになり、
若い世代の移住者も増えました。 農村と都市を結ぶ地域再生モデルとなることをめざしています。
 
 
棚田の再生は、 地域集落を守るだけでなく、 文化の伝承そのも
のです。これにより、多様な人がつながり、祭りの復活のみならず、 棚田での映画祭や、無農薬でお米をつくってブランド米という形で売り出す活動 ど新しい事業も数多く立ち上がっています。 耕運機が入らないため、 昔ながらの手法 用いていていますが、そこに地元の次世代も参画して ます。
 
 
次は、 和歌山県海南市の 「孟子不動谷生物多様性活性化プロジ
ェクト」
（二〇〇九年）
です。
 
 
孟子不動谷は、 海南市の奥深いところにある です。 一九九
八年に立ち上げられた 「特定非営利 法人
 
自然回復を試みる
会ビオトープ孟子 では、里山の保全、とくに県のレッドデータブック記載の希少動植物や稲作 ついて、 地元の幼稚園児から大学生までがそれぞれのレベル 興味関心に合わせた活動を行ってきました。 絶滅危惧種になっているトンボなどが多 生息する地域なので、 無農薬の田んぼをつくるだけでなく、 地域の生物多様性にも注目 活動をしています。 幼稚園児も活動に加わっていますし、プロ顔負けの自分 田んぼを持つ中学生が るなど、多くの次世代が関わっています。 常に 「百年後の子ど たち 守り伝えること」 を意識した活動が展開されており この活動がきっかけとなり、 大学で生物学や自然科学を学んでいる生徒が多数
 
 
いるほどです。また毎年「生物多様性フォーラム」を開催するなど、開かれた活動を行っています。
 
 
福岡県八女市では 「空き町家の保存活動と、 町家を支える伝統
工法の継承を行うプロジェクト」
（二〇〇九年）
が行われていま
す。 一五八七年頃、 領主 ・ 田中吉政によって整備 た城下町は、防火の備えから「居蔵」と呼ばれる瓦屋根の土蔵造りが特徴で、この妻入り居蔵 町並みは 「重要伝統的建造物群保存地区」 に認定されています。 しかし、 少子高齢化にともなう町全体の空洞化により、 空き家も増 、 現在で 町家を支える伝統的な建築技術の継承も困難な状況です。空き家となっ 町家 住居やカフェ、ギャラリー等に活用し、 市民へのワークショップや子どもたちの体験学習などを通じて、 町家を維持 ていくための 技術の継承を行っています。
 
 
二〇一四年、 八百九十六の自治体が、 消滅可能性都市として注
目を浴びましたが、 日本全国の市町村にとって、 これは深刻な問題です。この問題の解決には、ＥＳＤ
（Education for Sustainable 
Development ：持続可能な開発のための教育）
を含めて、地域の歴
史・文化や地域の自然の再発見、世代を超えた縦断的な連携 職業や立場をこえた横断的な連携が鍵なのではないでしょう 。 現在、 プロジェクト未来遺産は全国で五十七あ ますが、その成功事例からも、さまざまな鍵が見えてくるように思い 。
 
 
■
お
わ
り
に
 
 
今後の課題として、 次世代を巻き込んだ行動の変革が重要にな
ってくるのではないでしょうか。 これは、 次世代に一任するという意味ではなく、 われわれ大人も一人ひとりが、 気づいたことに対して行動を起こしていくという意味です。 たとえ小さな 歩であったとしても、 まわりの人 つながりながらよ 良い方向 変えていこうとする努力が重要ではな かと思うのです。 そのことによって、多くの若者が「 の町に住みたい」 、 「住み続 たい」と思えるような町がつくられていくのではないでしょうか。 それは豊島区に限らず、全国各地に言えることだ 思 ます。
 
 
先月、法明寺のご住職である近江正典さんや、 「としま案内人
 
雑司ヶ谷」代表の小池陸子さんに、 雑司 谷のことを伺 機会をいただきました。実を言うと 豊島区や雑司が谷 ことを知る機会をいただいたのはそれが初めてのことでした。 印象深かったのは、 としまユネスコ協会の方々をはじめ して、 豊島区 未来考えている方々が、 非常に活気にあふれていることです。 や り中心となる人たちが、 元気に楽しく活動していること 重要だと感じ、心からこちらのプロジェクトを応援したいと思いました。
 
ご清聴、どうもありがとうございました。
 
 
（かわかみ・ちはる
 
公益社団法人日本ユネスコ協会連盟事務局長）
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て活動していけるようにできないかということで、 現代組踊のグループが結成されました。 当初は七人くらいしか集まらなかった中高生が、公開練習をしていくうちに百五十人に増えました。
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〇〇八年にはハワイ公演を果た ました。 毎年、 ユネスコ協会連盟では全国大会を行っていますが、 今年、 二〇一六年の沖縄大会の二日目に、メンバ の中高生たちが歌って踊ってくれました。このプロジェクトの合言葉は 「
Next Generation Changes the Next ! 」 。
まさに次世代を担う人たちが、 文化や歴史を背景に次世代に伝えていく事例だと感じられます。
 
 
続いて、 岡山県美作市 「英田上山棚田再生プロジェクト～未来
へつなぐ棚田８３００枚～」
（二〇一三年）
を紹介いたします。
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次は、 和歌山県海南市の 「孟子不動谷生物多様性活性化プロジ
ェクト」
（二〇〇九年）
です。
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